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＜連絡事項＞

・7月28（火）、29日（水）17時30分～　メンタルケア病棟４階ホール　第3回　院内研修があります。
内容：「精神保健福祉の最近の動向」
　　・精神科病院退院後の生活支援、福祉制度など現場で必要な知識についての講義です。
講師：こころすこやか財団　障害福祉支援部　精神保健福祉士　　竹内　一貴
忘れずに、出席するようにしましょう。 

＜患者様連絡事項＞

・中島　純子様～他患者様より中島様と距離を置いているとの発言が聞かれており、本人も疎外感を感じているようです。ここ数日希死的発言多く聞かれている為、行動化をしないように注意し観察をしていきましょう。

・舘　ひろ子様～本日主治医診察があり、7/29(水)より点滴は1本/1日となり、2時間半で滴下し午前中で終了すること指示があります。ペンライブ500ml+タチオン(200)1A+ケベラS1A+ダイビタミックス1A×7日分処方となっています。8/3(月)心電図検査の指示あります。採血は来週行う予定です。アルコールプログラムは2週間分許可となっておりⅡ期後半は運動療法を具体的に入れプログラムの内容を作成していくようにとの指示があります。又、腰痛の訴えがありナパゲルン軟膏１本処方となっています。

・大湯　輔様～本日16:10より奥様と主治医面談をしています。借金について弁護士を立てて話を進めており本人も知っているとの事です。又、本人の入院等で奥様が仕事を休むことが原因で8月いっぱいで退職させられる事も本人へ伝えてあるそうです。退院は予定通り7/31(金)となります。退院療養検討会は7/30（木）13：30～　西病棟　ミィーーティングルームで行います。

・三浦　由紀様～右肩痛の訴えある為、ヨウフェナック2T　痛い時　7日分処方となっています。

・袴田　将志様～7/27(月)準夜帯でスタッフへ暴力行為があったため、本日主治医診察をしています。スタッフを引っ掻いた事は認めているが、本人は正当防衛だと言い張っています。「薬がもらえなかったから。」話されています。いずれにしても暴力行為は許されないことと指導を受けています。今後、暴力行為があった時には、病棟移動(東A)となること伝えられ了承しています。夜に睡眠をきちんととるため日中は出来るだけ眠らないようにして生活リズムを整えていくように促して行くようにしましょう。

[今後の眠剤の服薬について]

不眠時のハルラック2Tは0時過ぎても眠らないとき。ベゲタミンA１Ｔは、ハルラックをんでも眠れないとき一時間以上あけて3時までの服用を約束する事。
・川村　敏也様～主治医より退院へ向けての自己服薬管理の許可が出ています。7/29(水)朝より開始となります。自己服薬ボードの準備は出来ています。本人へも、伝えています。

・中村　清枝様～両足の痛みの訴えがあり、アスモロール1袋処方となっています。

・久保　清美様～8/1(土)　北病棟移棟へ向けて、カルテチェック、サマリー作成等準備は出来ています。

＜皮膚科診察＞

[臨時薬継続]木村　忠史様～タベジール　2T　2×朝・夕　7日分

　　　　　　清水　進　様～タベジール　2T　2×朝・夕　7日分

　　　　　　八森　正　様～タベジール　3T　3×毎食後　7日分

　　　　　　春本　司郎様～タベジール　2T　2×朝・夕　

ネオファーゲンC　3T　3×毎食後　7日分

石切　久　様～ネオファーゲンＣ　2T　2×朝・夕　7日分

※宮本　建蔵様～頭部へのデルモゾールＧ軟膏は厚めに塗るように指示があります。

※入浴後ラップ保護の指示がある方は、確実に実施して下さい。

※スピール膏処置の指示が出ている患者様へは、日曜日の準夜勤務帯にて必ず行っていき

ましょう。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

・Ａユニット･･･雑談から始まったが、日常生活での不満を言われることが多い。7月の目標が大まかな為、8月は具体的な目標にする様伝えている。

・Ａグループ･･･短期目標の評価を行っている。全体的に30点から90点となっている。チャンスがなかったことなどを話している。タイミングのとり方や自ら行動していく事を伝えている。

・Ｂグループ･･･静かな雰囲気で行っている。全体的に、上手に会話をつなげれなかったと点数を低く評価しており、スタッフより会話をしようとした事を評価している。

・Ｃグループ･･･目標を忘れている方もおり、介入にて評価している。自己評価が低い方に関しては次回も継続して行くこと、高い方に関しては新しい目標を設定していく様に説明している。

・Ｄグループ･･･短期目標の評価を行っている。全体的に30点から100点となっている。笑顔を重点におきロールプレイを実施している。笑顔の良い方がいてモデルとなってもらっている。

・Ｅグループ･･･目標を忘れている方が殆どであり、目標を忘れないようにすること伝えている。

